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１
．
提
案
さ
れ
た
重
点
分
野

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
明
日
に
力
を
与
え
る
」
は
強
靭
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
ス
マ
ー

ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
国
際
水
協
会
（
Ｉ
Ｗ
Ａ
）
は
、
通
常
通
り
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
タ
イ
ル
か
ら
の
革
新
的
な
脱
却
と
し
て
、IW

A
-A

SPIR
E

 2025

と
毎
年
恒
例
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ン
ド
・
エ
キ
ス
ポ
を
組
み
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
共
通
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
国
際
的
な
水
と
衛
生

の
専
門
家
や
実
務
家
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
のW

A
SH

（W
ater, Sanitation and 

H
ygiene

）
専
門
家
、
科
学
者
、
専
門
家
の
た
め
の
会
議
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
、

さ
ら
に
先
住
民
（
マ
オ
リ
民
族
）
の
知
識
と
水
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
水
環
境
の
持
続
可
能
性
に

焦
点
を
当
て
て
行
わ
れ
た
。

・
明
日
に
力
を
与
え
る

・
統
治 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
管
理
と
実
現
環
境

・
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

・
水
リ
ス
ク
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
水
資
源

　

第
10
回IW

A
-A

SPIRE
会
議
は
、
２
０
２
５
年
９
月
29
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
、
50
カ
国
か
ら
約
４
千
人
の
水
に
関
す
る

専
門
家
が
集
結
し
た
。
Ｉ
Ｗ
Ａ
・
統
合
イ
ベ
ン
ト
の
包
括
的
な
テ
ー
マ
は
「
明
日
に
力
を
与

え
る
：
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
組
織W

ater N
ew

 Zealand

と
共
催
し
て

行
わ
れ
た
。
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吉よ
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和か

ず

就な
り

（
グ
ロ
ー
バル
ウ
ォ
ー
タ・ジ
ャ
パン 

代
表

国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構・技
術
普
及
委
員
長

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
事

）
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３
．
マ
リ
オ
ン
・
ザ
ヴ
ィ
ル
大
会
議
長
へ
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

筆
者
は
、
長
年
懇
意
に
し
て
い
る
ウ

ォ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
議
＆

エ
キ
ス
ポ
共
同
議
長
で
あ
る
マ
リ
オ
ン
・

サ
ヴ
ィ
ル
議
長
と
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
水
環

境
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
た
。

①
家
畜
に
よ
る
水
質
汚
染
問
題

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
酪
農
・
畜
産
が
主
要
な
産
業
で
あ
り
、
放
牧
型
農
業
が
国
土

に
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
産
業
は
外
貨
収
入
の
約
６
割
を
占
め
る
た
め
に
、
酪
農

地
域
の
拡
大
や
乳
業
飼
育
密
度
の
上
昇
が
進
む
中
で
、
家
畜
排
せ
つ
物
や
尿
（
羊
は
約
２

６
０
０
万
頭
、
牛
は
約
１
０
０
０
万
頭
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
人
口
の
５
倍
と
２
倍
）、
さ
ら
に

牧
草
地
へ
の
施
肥
に
よ
る
窒
素
・
リ
ン
の
流
出
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
。
水
域
（
河
川

水
、
地
下
水
な
ど
）
で
は
硝
酸
性
ア
ン
モ
ニ
ア
、
リ
ン
酸
塩
、
大
腸
菌
、
最
近
で
は
腹
痛

２
．
会
議
の
成
果
と
注
目
点

　

マ
オ
リ
族
は
全
国
民
人
口
（
５
３
０
万
人
）
の
約
17
％
で
、
英
国
に
よ
る
植
民
地
化
以
前

か
ら
の
先
住
民
族
で
あ
り
、
彼
ら
の
水
環
境
へ
の
持
続
可
能
性
ア
プ
ロ
ー
チ
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
汚
水
の
土
壌
処
理
、
水
源
の
涵
養
方
法
な
ど
）

・
科
学
的
成
果
の
発
表
で
は
、
水
質
に
関
す
る
微
生
物
検
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
微
生
物
の
識

別
方
法
な
ど
最
新
の
研
究
成
果
が
共
有
さ
れ
た
。

・
基
調
講
演
で
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
博
士
の

「O
N

E W
A

T
ER,O

N
E PLA

N
ET

, O
N

E FU
T

U
RE

」
に
対
す
る
パ
ネ
ラ
ー
討
議
が

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
。

・
日
本
か
ら
会
議
発
表
者
と
エ
キ
ス
ポ
展
示
企
業
関
係
者
ら
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
各

国
の
専
門
家
と
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。
日
本
チ
ー
ム
と
し
て
、
日
本
水
道
協
会
、
札

幌
市
水
道
局
、
東
京
都
水
道
局
、
名
古
屋
水
道
局
、
大
阪
市
水
道
局
、
水
道
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
、
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
北
里
大
学
、
東
北
大
学
、
京
都
大
学
、
東
洋
大
学
、

秋
田
高
専
、
企
業
ブ
ー
ス
で
は
、
コ
ス
モ
工
機
、
大
成
機
工
、
栗
本
鉄
工
所
、
横
河
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
日
本
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
専
門
家
が
ア
ジ
ア
各
国
の
専
門
家
に
日
本

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
精
力
的
に
解
説
し
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
高
揚
に
努
め
た
。
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や
下
痢
を
引
き
起
こ
す
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
も
検
出
さ
れ
て

い
る
。

　

２
０
０
３
年
に
は
「
酪
農
・
清
流
協
定
」
が
制
定
さ
れ
、
酪
農
業
界
、
地
方
自
治
体
も

合
意
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
「
水
政
策
２
０
２
０
年
」
を
制
定
し
、
水
質
の
監
視
・
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
強
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
政
権
交
代
に
よ
り
水
行
政
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の

取
り
組
み
（
旧
労
働
党
政
権
）
で
は
ス
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
改
革
と
し
て
、
地
方
自
治
体

が
管
理
し
て
い
た
上
水
・
下
水
・
雨
水
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
を
大
規
模
な
地
域
事
業
体
へ
統

合
す
る
計
画
が
勧
め
ら
れ
「
水
の
精
神
：
水
路
の
健
康
、
安
全
な
飲
料
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
」

を
展
開
し
て
い
た
が
、
現
政
権
（
国
民
党
を
中
心
と
す
る
連
立
政
権
）
は
旧
政
権
の
政
策

を
大
き
く
転
換
し
、
再
び
「
個
別
の
地
方
自
治
体
が
水
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
・
管
理
権
を
掌

握
す
る
」
方
向
に
転
換
し
た
た
め
、
減
速
し
た
経
済
環
境
の
中
、
財
源
難
さ
ら
に
民
間
と

連
携
し
た
イ
ン
フ
ラ
改
築
更
新
も
停
滞
し
て
い
る
。

②
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
（
居
住
人
口
約
40
万
人
）
の
水
道
料
金
・
月
額
は
無
料 

　

各
家
庭
に
水
道
メ
ー
タ
ー
は
付
い
て
い
る
が
、
基
本
的
に
月
額
無
料
で
、
使
い
す
ぎ
た

ら
警
告
が
く
る
仕
組
み
。
で
は
上
下
水
道
料
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
固
定

資
産
税
の
中
に
含
ま
れ
（
い
わ
ば
英
国
方
式
）、
毎
年
徴
収
（
邸
宅
の
大
き
さ
に
よ
る
が
、

年
間
約
70
ド
ル
）
さ
れ
て
い
る
。
で
は
①
の
よ
う
な
水
質
汚
染
の
問
題
は
な
い
の
か
、
と

質
問
し
た
ら
、「
今
の
と
こ
ろ
深
井
戸
（
２
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
）
か
ら
取
水
し
て
い
る
の

で
水
質
の
問
題
は
な
い
」
と
。
ま
た
水
道
水
に
塩
素
注
入
を
行
っ
て
い
な
い
唯
一
の
都
市

で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
大
地
震
の
水
道
被
害
の
後
、
塩
素
注
入
の
問
題
が
提

起
さ
れ
、
大
論
争
が
起
き
た
の
で
、
数
年
前
か
ら
塩
素
注
入
を
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、

未
だ
に
塩
素
注
入
反
対
運
動
も
続
い
て
い
る
。
ま
た
下
水
道
料
金
も
固
定
資
産
税
の
中
に

含
ま
れ
、
面
積
比
な
の
で
大
邸
宅
程
、
下
水
道
料
金
負
担
が
増
加
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

　

ご
承
知
の
と
お
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様
、
南
北
に
細
長
い
火
山
国
で
、
温

泉
や
地
震
が
多
い
国
で
あ
る
。
国
土
面
積
は
日
本
の
３
／
４
（
27
万
平
方
キ
ロ
）
で
、
大
き

く
異
な
る
の
は
人
口
で
、
約
５
３
０
万
人
が
、
北
島
に
75
％
、
南
島
に
25
％
居
住
し
て
い
る
。

今
回
の
会
場
と
な
っ
た
南
島
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
（
庭
園
都
市
）」

を
称
さ
れ
英
国
の
邸
宅
を
思
わ
せ
る
伝
統
的
な
建
築
物
が
多
く
見
ら
れ
、
治
安
も
良
い
の
で
、

ぜ
ひ
観
光
で
も
訪
れ
て
欲
し
い
都
市
で
あ
っ
た
。
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